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ごあいさつ
　長くもあり短くもあるのが時の流れです。私がチェロ独奏家として本格的に演奏活動を行うよう
になって、既に 60 年の歳月が経過しました。
　17 歳でプロデビューした頃は、社会全体が高い芸術文化に憧れるムードの只中にあり、クラシッ
ク全盛の時代でした。私の許には断りきれないほどの演奏依頼が舞い込み、嬉しい悲鳴だったのを
覚えています。しかし同時に「もっともっと深く勉強しなければ」という考えが芽生えていました。
そんな折も折、願ってもないことが現実のものとなったのです。「平井丈一朗が巨匠カザルスに入門」
の記事が新聞紙上を賑わせたものです。
　現在までに私は演奏旅行で多くの国を訪れ、それぞれに忘れ難い思い出がありますが、パブロ・
カザルス先生との出会いはまさしく運命的なものであったと感じています。先生のように巨匠中の
巨匠でありながら、燃えるような人類愛と高い識見、そしてこれほど高潔な人格を併せ持つ音楽家
を私は知りません。紛れもなくベートーヴェン以来の「楽聖」だったのです。
　さて、本日演奏する曲目はすべてがカザルスゆかりの作品となっています。バッハやドヴォルザー
クはカザルスの名演により有名になった曲です。また。「和」については、かつて先生が語った「私
がカタロニアをこよなく愛するように、君も祖国日本を大切にしなさい」との言葉を具現化した音
楽と言えます。そして、「カタロニアの思い出」と「鳥の歌」に恩師への深い敬愛と感謝の念を込め
て記念公演を結びたいと考えました。
　最後になりましたが、永年にわたり私を温かく支え、応援して下さった皆様に心より厚く御礼申
し上げます。なお、今後も世界平和につながるクラシック音楽の創造に命ある限り邁進したいと念
願しておりますので変わらぬご声援とご鞭撻をお願い申し上げ私のご挨拶とさせていただきます。

平井 丈一朗



PROGRAMME

◆バッハ：無伴奏チェロ組曲 第３番 ハ長調

J.S.Bach : Solo Suite No.3 in C major (BWV1009)

Prelude / Allemande / Courante /

Sarabande / Bourrée / Gigue

◆ドヴォルザーク：チェロ協奏曲 ロ短調 作品 104

A.Dvořák : Cello Concerto in B minor Op.104

Ⅰ Allegro

Ⅱ Adagio ma non troppo

Ⅲ Finale : Allegro moderato

——☆　　☆　　☆——

◆平井丈一朗：幻想曲「和」（チェロ＆オーケストラ版  世界初演）

Takeichiro Hirai : Fantasy “Wa” (Cello & Orchestra Version−World première)

◆平井丈一朗：チェロとピアノと管弦楽のための詩曲“カタロニアの思い出”

Takeichiro Hirai : Poem for Cello, Piano & Orchestra “Catalan”

◆カザルス：鳥の歌（カタロニア民謡）

Pablo Casals : Cant dels Ocells (Song of the Birds)



◇バッハ／無伴奏チェロ組曲
第３番　ハ長調（BWV1009）

　J. S. バッハ（1685 〜 1750）の無伴奏チェロ組
曲全６曲は、現に「チェロ音楽の旧約聖書」とま
で呼ばれ、世界中で愛されているが、19 世紀末
まではほとんど忘れられていたのである。つまり、
世紀の巨匠パブロ・カザルスが完璧な名解釈を施
してこれらの作品を世に紹介するまでは、カザル
ス以外誰一人としてその真価に気付かなかったわ
けである。カザルスの偉大さが偲ばれる所以であ
る。６つの組曲はいずれ劣らぬ傑作揃いであるが、
この第３番は中でも特に有名で、一般に広く親し
まれている。曲は前奏曲と５つの舞曲から成り、
壮大な前奏曲はハ長調の力強い下行音階に始ま
り、終始ピアノのような動きの中に多彩な和声的
変化がみられる。アルマンドはリズム感の強い舞
曲。つづくクーラントは急速で躍動的。サラバン
ドは荘重で美しく、ブーレは軽やかなリズムをも
ち、ハ短調の中間部は極めて優美である。終曲の
ジーグは 3 ／ 8 拍子のリズム感に富んだ舞曲で、
活気をもってこの堂々たる組曲をしめくくってい
る。

◇ドヴォルザーク／チェロ協奏曲
　ロ短調　作品 104

　ドヴォルザーク（1841 〜 1904）は晩年にアメ
リカに渡り、ニューヨーク国立音楽院の院長に就
任したが、この滞米中に〈新世界交響曲〉などい
くつかの傑作を生みだした。このチェロ協奏曲も、
やはり滞米中の 1894 年に着手され、翌 95 年に完
成されたが、このころすでにスメタナ亡き故国ボ
ヘミア（現在のチェコ）では、ドヴォルザークの
帰郷を熱望する声が急速に高まり、彼はこの曲を
書き上げると、まもなく帰国したのである。こう
した時期に書かれた作品だけあって、この曲には、
彼の切々たる望郷の念が強く滲み出ている。曲中、
確かにアメリカ的な要素も採り入れられてはいる
が、やはり本質的には郷土ボヘミアの音楽であり、
ドヴォルザークの祖国愛の見事な結晶がこの作品
であるといって過言ではないと思う。
　曲は３つの楽章からなっているが、音楽的内容

の豊かさと共に、規模も大きく、堂々たる風格を
持った作品である。
　第１楽章はまずオーケストラで提示部が奏され
たのちチェロ独奏部となるが、作曲者も特に指定
しているように、第一主題は〈決然と〉奏される
部分で、そこにボヘミア人の誇りといったものが
強く感じられる。
　第２楽章はト長調 3 ／ 4 拍子の美しくゆるやか
な楽章だが、途中で激しくゆれ、感動的な起伏を
みせる。
　第３楽章のフィナーレは 2 ／ 4 拍子のボヘミア
的リズムが印象的でチェロの技巧を縦横に駆使し
ながら、最後は息の長い、しみじみと訴えかける
ような部分を経たのち、劇的に曲を結ぶ。

◇平井丈一朗／幻想曲「和」
　2013 年チェロとピアノのために作曲し、初演
した“幻想曲「和」(Wa)”（今回はチェロ＆オー
ケストラ版　世界初演）については、先に発表し、
欧米でのリクエスト演奏も多い“無伴奏チェロ幻
想曲「北斎」”と対を成す作品という位置付けに
なるが、「和」とは「日本的な」という意味に加え、
平和の「和」を念頭に置いた作品なのである。
　日本人としてのアイデンティティーを世界に示
すためにも、日本的な作品（自作）の必要性をか
ねがね感じてきた私だが、どういうわけか、チェ
ロのためのそうした作品を書くのは後回しになっ
てしまった。因みに、20 代の頃に作曲した「ピ
アノのための詩曲」は日本的な味わいのあるピア
ノ独奏曲としてニューヨーク、ロンドン、ブダぺ
ストなどで演奏され、米国で出版された「現代ピ
アノ名曲辞典」に詳細な解説付きで紹介されてい
る（日本では楽譜が未発売）。
　さて、“幻想曲「和」”については、敢えて各部
の解説無しで聴いていただけたら、と思う。作曲
に際しては、日本人の感性を表現した「和」のテー
マと、後半に出てくる、もう一方の「和」のテー
マが中心となっており、規模の大きい曲ではない
が、私自身幼少の頃に焼夷弾の雨をくぐり抜けて
きた体験もあり、「戦争は絶対にあってはならな
い」という強い思いが込められている。

曲目について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平井丈一朗



◇平井丈一朗／チェロとピアノと管弦楽
　のための詩曲“カタロニアの思い出”

私がこの曲を作曲することになったキッカケは２
つあり、１つはかねがねカタロニアに関連する作
品を書きたいと念願していたこと、もう１つは
10 年前の 50 周年の折チェロ、ピアノ、指揮とい
う３人の親子共演を行うに当たり、何か記念にな
る作品を残したいと考えたからである。
タイトルは“カタロニアの思い出”となっている
が、これにはかなり深い意味があり、ただ単にカ
タロニアを訪れた時の思い出というのではなく、
カザルス先生が生涯にわたって愛し、誇りとされ
たふる里カタロニア—私の知るカタロニアの美し
い風光もさることながら—それよりも何よりも、
亡命の身の先生が折りにふれ滔々と私に語って下
さったカタロニアの歴史、文化、人情、そして思
い出といったものがベースとなって、いつしか私
の心の中にカタロニアへの限りない愛着が芽生
え、そうした思いを偉大な恩師への敬愛と感謝を
込めて音のパレットにのせた作品なのである。
カタロニアの人々は古来一貫して平和を希求し、
それ故に反骨精神も旺盛だった。私はカザルスに
象徴されるこうしたカタロニア魂を、カタロニア

の風土や香りと共に音楽に盛り込みたいと念願し
つつ書き上げた。カタロニアの「ゆるぎない意志」

「夢」「愛」を表わす複数のテーマを中心に構成さ
れ、最後は快活なカタロニア舞曲「サルダーナ」
で力強く曲を締めくくる。なお、この作品はチェ
ロとピアノの二重協奏曲風の作品でもあるが、曲
中に民謡などは一切使用しておらず、純然たるオ
リジナルの作品である点を付記したい。

◇カザルス／鳥の歌
　この曲はスペインのカタロニア地方に古くから
伝わる民謡を、楽聖カザルスがチェロ独奏用に編
曲し、国連やカザルス音楽祭などで愛奏した曲で
ある。小鳥のさえずりを思わせるピアノの前奏と
後奏につつまれて、チェロが静かに歌い出す東洋
風の美しい旋律—そこには時代も国境も超越し
た、暖かい人間の息吹きが脈々と流れている。巨
匠カザルスはその永い亡命生活において、いつも
特別の意味を込めてこの曲を演奏した。この素朴
なメロディーに母なるカタロニアを偲び、野山を
飛び交う小鳥たちの歌に世界平和への願いを托し
て ･･････。

〈ダイアモンド・ジュビリー・オーケストラ〉
第１ヴァイオリン　森下幸路＝コンサートマスター

　　　　　　　　　佐藤嘉則　　田村直貴

　　　　　　　　　山本のりこ　竹中勇人

　　　　　　　　　柏木かさね　山本大将　藤田有希

第２ヴァイオリン　平尾真伸＊  酒井幸

　　　　　　　　　高木弾　遠藤百合

　　　　　　　　　川上拓人　八巻由里子

ヴィオラ　　　　　ブルース プラム＊  木村恵子

　　　　　　　　　間瀬容子　磯多賀子

チェロ　　　　　　川上徹＊  間瀬利雄

　　　　　　　　　中西哲人　諸岡由美子

コントラバス　　　吉川英幸＊  長谷川信久　白尾祐典

フルート　　　　白尾隆＊  秋山君彦

オーボエ　　　　七澤英貴＊  古山真里江

クラリネット　　鈴木高通＊  川村慎敬

ファゴット　　　大兼久輝宴＊  宮崎寿理

ホルン　　　　　橋本敦＊  斎藤嵩之

　　　　　　　　松嶋千絵

トランペット　　杉木淳一郎＊  奥田敏雄

トロンボーン　　奥村晃＊  奥村尚美

　　　　　　　　野々下興一

テューバ　　　　田村優弥

ティンパニ　　　畑中暢行

パーカッション　京谷ひとみ
＊首席奏者



平井丈一朗
Takeichiro Hirai

　巨匠カザルスの高弟であり、かつ、その後継者と
してわが国が世界に誇るチェリスト。『Who's Who 
in the World』（欧米版「世界紳士録」）に載る数少
ない日本人の一人。1937 年作曲家平井康三郎の長
男として東京に生まれ、小学校時代すでにピアノ協
奏曲ほか約 100 曲を作曲し、ピアノで演奏会、放送
にしばしば出演。桐朋学園でチェロを斎藤秀雄氏に
師事。第 23 回日本音楽コンクール第１位特賞、第
１回文化放送音楽賞特賞、第１回カザルス国際コン
クール特別賞、ソ連作曲家同盟特別賞など数々の内
外コンクールで受賞。
　1957 年より５年間、世紀の巨匠パブロ・カザル
スに師事。師とともに欧米各地を楽旅しつつ研鑽を
積み、チェロ音楽の蘊奥を究めた。
　1961 年４月、巨匠カザルスは愛弟子の晴れの帰
国デビューを飾るため特に来日し、平井は恩師の指
揮により、東京と京都でドヴォルザークなど四大協
奏曲を演奏、皇太子・美智子妃殿下（当時）の御来
臨を得て華々しくデビュー。以来ソリストとしての
演奏活動は全世界 40 ヵ国にも及び、至る所で輝か
しい成功を収めている。
　カザルスは平井丈一朗を伴ってニューヨークの
記者会見に臨み、世界中から集まったジャーナリス
トを前に「平井こそは我が後継者」と語っている。
　1979 年、世界でも例のない“弾き振りによる”
三大チェロ協奏曲の夕べを開催。1980 年以来、外
務省及び国際交流基金の派遣により、日本国芸術使
節として中南米７ヵ国並びに東南アジア諸国を歴
訪、熱狂的歓迎を受ける。
　1988 年１月、皇太子徳仁殿下をお迎えし、自作「イ
スラ・ヴェルデの詩」を含むユニークなプログラム
によりリサイタル開催。同年、米国ワシントン
D.C.で開かれた第１回世界チェロ大会に、ナンシー・
レーガン大統領夫人より招待を受け、特別ゲストと
してオープニングコンサートで演奏し、多大の感銘
を与える。
　1990 年代以降の多彩な足跡の中からいくつかを
拾うと、ヴァージニアの国際音楽祭芸術監督とし
て、更にワシントン D.C. 国立ケネディ・センター
の全面招聘による米国公演の圧倒的成功などのほ
か、一連の“ワールド・ハンガー・コンサート”に
も力を入れ、世界飢餓救済に尽くすアーティストと

しても活躍。またポーランドにおける“平井丈一朗
アウシュビッツ・コンサート”では満員の会場が深
い感銘の渦につつまれた。2009 年の欧州５ヵ国楽
旅（英国、デンマーク、スペイン、ルーマニア、フ
ランス）は、バルセロナで催された「カザルスと平
井丈一朗・写真展」並びにテレビ出演と合わせて音
楽界の話題をさらった。作曲家としては、管弦楽曲、
ピアノ曲、チェロ独奏曲、歌曲、合唱曲など幅広い
ジャンルに特筆すべき業績を残し、他方、米国キャ
ピタル音楽協会チェアマン、国際コンクール審査
員、国内では詩と音楽の会（ACA）会長、日本音
楽作家団体協議会（FCA）理事なども務めている。
　2011 年「東日本大震災被災地支援チャリティー
リサイタル」開催。この時演奏した新作「祈りのア
リア」は、 被災者の痛みを和らげたいとの平井の切
なる願いがこもった作品として、また 2013 年初演
の“幻想曲「和」”は、日本の美と情趣が胸に迫る
曲として、いずれも大きな反響を呼んだ。
www.takeichiro-hirai.com

☆フィガロ紙（パリ）〈平井丈一朗 — 音楽の予言者〉
彼は疑いもなく世界屈指のチェリストである。

☆タス通信（サンクト・ペテルブルク）
〈円熟の平井丈一朗 — 完璧の名人芸と洗練された味わい〉

☆ラ・エストレーヤ・パナマ紙（パナマ）
平井丈一朗氏はその魔法の弓を駆使して、彼のチェロから
魅惑的な音色と響きを引き出し、当日幸運にもコンサート
に出席することができた者たちを深く感動させた。彼の演
奏によって我々は音楽の存在理由、並びに音楽が我々を喜
びの道を経て美に導いてくれるものであることを改めて確
認したのである。

☆ワシントン・ポスト紙（U.S.A.）
平井丈一朗は聴衆にチェロ演奏の何たるかを教えてくれた。
…これ以上の演奏はあり得ないだろう。

☆ディアリオ・デ・イビサ紙 ( スペイン )
〈マエストロ・ヒライ — 魔法の時〉
カザルスの後継者として知られる現代最高のチェロの巨匠・平
井丈一朗の演奏は、我々全聴衆に驚くべき活力を与え、涙がで
るほどの感動を呼び起こした。真摯にして堂々たる彼の演奏に
は、内面からあふれ出る気品があり、その優雅な弓さばきは正
に名人のそれであった。

外紙の批評より

「カザルス指揮平井丈一朗特別演奏会」より
（1961年4月14日　日比谷公会堂）



平井秀明（指揮者）
Hideaki Hirai

　平井丈一朗の長男。幼少よりチェロを父
平井丈一朗に、ピアノと作曲を祖父平井康三
郎に師事。米国ロチェスター大政治学科卒業。
97 年第６回フラデッツ・クラーロベ国際指揮
者コンクール（チェコ）で第 1 位。2000 年、
ヤ ナ ー チ ェ ク・ フ ィ ル の 定 期 演 奏 会 に デ
ビュー。東京フィルをはじめ殆どの国内主要
オケに度々客演する一方、オペラ指揮者とし
ては「椿姫」、「蝶々夫人」、「ラ ･ ボエーム」、「カ
ルメン」などを指揮、新国立劇場では「フィ
ガロの結婚」、「セルセ」ほかを指揮して絶賛
された。自作オペラ三部作の「かぐや姫」、「小
町百年の恋」、「白狐」はザルツブルク、プラハ、
豪州など内外で 30 回以上再演を重ね、本年 8
月、ロサンゼルス公演を予定。2010 年、チェコ・
ヴィルトゥオージ室内管弦楽団の首席客演指
揮者に就任し、チェコ国立ブルノ歌劇場モー
ツァルト・ホールにて定演を指揮するほか、
2012 年、ウィーン国立歌劇場指揮デビュー。

2013 年にも同歌劇場に再登場。更に、同年 12
月には米国カーネギーホール指揮デビューで
圧倒的成功を収め、2014 〜 15 シーズンより、
ニューヨーク祝祭管弦楽団の音楽監督・指揮
者に就任。
www.hideaki-hirai.com

平井元喜（ピアニスト）
Motoki Hirai

　1973 年、平井丈一朗の次男として東京に生
まれる。祖父 ･ 平井康三郎にピアノと作曲を、
祖母にヴァイオリンを学ぶ。桐朋高校を経て、
慶應義塾大学文学部哲学科卒。1999 年、英国
王立音楽院大学院ピアノ科卒。同年、“サー ･
ジャック ･ ライオンズ音楽賞”受賞。2000 年
ロンドン ･ シティ大学修士課程修了。これま
でＢＢＣ、ＮＨＫ“名曲リサイタル”、テレビ
朝日“題名のない音楽会”等に数多く出演。「平
井元喜ピアノ作品集」などＣＤ録音も多数。
スタインウェイ ･ アーティスト。現在、ロン
ドンを拠点に世界各地で活躍し、その類いま
れな音楽性と詩的センスは世代を超えて共感
を得ている。2011 年、アメリカのカーネギー
ホールで、2014 年には、オランダコンセルト
ヘボウでのリサイタルを成功させた。また、
音楽を通して平和 ･ 環境 ･ 医療 ･ 教育問題に
も意欲的に取り組んでおり、東日本大震災で
は、被災地支援コンサートを数多く行ってい

る。また、リトアニアでの平和祈念コンサー
トをはじめ、スロバキア、アイルランド、タ
ンザニア、オマーン、イスラエル、パレスチナ、
コロンビア、パナマと、音楽活動の場を積極
的に拡げている。
www.motoki-hirai.com



半世紀余の眠りから覚めた「奇跡の録音」が、
伝説の公演を甦らせました！是非お聴き下さい。

TBS Vintage Classicsシリーズ26　ボッケリーニ＆ドヴォルザーク:チェロ協奏曲
平井丈一朗とカザルスの師弟愛が響き合う、貴重な日本公演のライヴ録音。
カザルスの肉声も収録。
収録内容
アナウンサーによる解説
ボッケリーニ（グリュッツマッハー編）：チェロ協奏曲 変ロ長調
ドヴォルザーク:チェロ協奏曲 ロ短調 作品104
〈スペシャルトラック〉
カザルスのあいさつ（羽田空港到着時の記者会見より）
平井丈一朗インタビュー
http://www.universal-music.co.jp/genres/classics/tbs-vintage-classics/

平井丈一朗（チェロ）
パブロ･カザルス指揮、東京交響楽団
録音：1961年4月14日 日比谷公会堂
SACDハイブリッド  品番：TYGE-60021

価格：￥3,394（税込）
ユニバーサル ミュージック
■このディスクは通常のCDプレーヤーと
　SACDプレーヤーのどちらでも再生できます。
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